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　米大手銀行ウェルズ・ファーゴの独

立取締役は4月、長年にわたるリテール

銀行部門の不適切な販売慣行の原因と

是正策を検証した報告書を公表した。

　昨年9月、ウェルズ・ファーゴはリ

テール銀行部門で顧客の同意なしに預

金口座を開設するなどの違法行為が広

範に行われていたとして合計1.85億

ドルの罰金を支払うことで規制当局と

和解。販売目標の達成やインセンティ

ブ報酬の獲得のために従業員が不正に

開設した預金口座は約150万件、クレ

ジットカード口座開設の申請は50万件

以上に上った可能性が明らかになり、

同行に対して強い批判が沸き起こった。

　今回の報告書では、不適切な販売慣

行の構造的な要因として、1）販売重視

のカルチャーと、2）事業部門の自律性

を重視した分権的組織構造を挙げた。

これらはそれ自体、害をもたらすもの

ではないが、リテール銀行部門のマネ

ジメントが過酷な販売目標で従業員を

違反行為に向かわせ、部門内外で問題

視され始めた後も外部の干渉を排し根

本的解決を遅らせた、と結論づけた。

　報告書で注目すべき点の1つは、

1）に関連して、規則違反を犯した従

業員を解雇することに終始し、販売モ

デルに疑問を示そうとしなかったとい

う指摘である。これは、同部門が自ら

をサービス志向の金融機関というより

小売業のような販売組織と考えていた

ことも一因となったと分析している。

　もう1つ注目すべき点は、2）に関

連して、リスク管理、法務、人事と

いった全社レベルの内部統制を司るべ

き組織が分権的体制下のもとでは有効

に機能していなかった、という指摘で

ある。もともと事業部門のリスク管理

は部門ごとに行われており、リテール

銀行部門のリスク管理責任者と全社レ

ベルのリスク管理責任者との間には軋

轢も生じていたという。報告書では、

前CEOのスタンプ氏が事業部門の自律

性を重視し、リテール銀行部門に問題

解決を任せる姿勢をとり続けたことも

対応の遅れにつながったと指摘した。

　取締役会では当局との和解後、1）

リテール銀行部門の商品販売目標を廃

止し新インセンティブ報酬制度を導入

する、2）定款で会長、副会長を独立

取締役とすることとし会長職とCEO

を分離する、3）リスク管理機能の集

中化を図るため、これまで各事業部門

に報告していたリスク管理担当者の報

告先を全社のリスク管理部門に変更す

る、など経営陣とともに改革を矢継ぎ

早に進めてきた。しかし4月の株主総

会では、問題に適時に対処できなかっ

た取締役会に対する批判の声は強く、

結果的にこれまでの取締役はすべて再

選されたものの、反対票の割合は通例

よりもかなり高くなった。

　今回の報告書自体についても、作成

した取締役会に対する評価が甘いとい

う批判は強かった。取締役会が今後も

改革を迅速に先導し、顧客や投資家の

信頼を取り戻せるのか注目される。
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